








































































































































































































































































































































十 目 ÷Hl・ ・冊 1・Hl・ ・旧卜 柵 柵・　　　・冊 冊6．25単位／cc
骨 4．1賢 ．冊 ・1冊 llll 冊 ・冊 ・1習卜　　　　　　・出｝対照
8巻5／6号 三谷・高橋一結核性髄膜炎とVaridase 325
見た。副作用としては，軽度の発熱の他，何等認め得る変
化なく，髄液は微細白色線維小塊で取々白濁していた。細
胞数はV。D．使用前は無数で算えき’れぬほどであり，また
V．D．使用中も増加の傾向を示した。しかしこれもV．D．
の申止とともに嬬に減少し，意識も正常となり，現在で
は歩行出来るまで元気になったが，なおわれわれはその経
過に注意しつつ入院加療中である。
Varidaseの力値に関する実駿
　私達はV．D．即ち1瓶中S．　K．100，000単位，　S．D．25，000
単位含有せる粉末を10ccの生理的食塩水に溶解し氷室に
保存，必要時，その必要量をとり稀沢使用したので，ユ0日
間の使用期間中V．D．の力価がどの位になったかを申心に
2，3の実験を試みた。（以下の単位はV，D．中のS・Kの
単位で表す。）
　1）血液疑固阻止作用：時計皿に健康成人の血液1cc
つつ入れ，それに各種濃度のV．D．を加え，湿潤せる泥田
内に室温約18℃に放置した。円盤ゼリー状に凝固したも
のを冊，少しでも凝固したものを（＋〉，全く凝血しないも
のを←）とした。
　その結果，V．D．は一度溶解したものは一40Cに保存し
ても，12時間以内に使用しなければ力価が下り，使用して
も効果がないといわれているが，第3表の如く日々の経過
によるV．D．の作用に．は著しい減弱を見なかった。
　高濃度に溶解したV．D．溶液は，　V．　D．の酵素作用が障
害されて，液鼠捕固阻止作用が現われず，かへって，一時；
血液は擬固を起し，時聞の推移とともに，次第にV．D．の
醒素作用が現われて凝固した血液を溶解する。即ち柴田9）
は，v．　D．5，000単位／ccまでの高濃度で酵素f乍用の障害を
認め，2，500単位／cc以下の濃度ではこの障害を認めていな
い。また藤井等fi）も2，500単位／ccの濃度にかかる酵1蓑作
用の障害を認めている。
　私達の実験では，2，500単位／ccより12．5単位／ccに至る
全ての濃度において一時的に，V．D．の酵素作用の障害を
認めた。
　また6．25単位／cc以下の低濃度では対照と全く同様の結
果を示し，V，D．の酵素作用は認め得なかった。このこと
より髄腔内注入後のV，D．の濃度が12・5単位／cc以上にな
るよう注入する必要があると思われる。
　比較的濃度の高v・　2，500単位／ccより1，250単位／ccまで
の濃度では，V．D．の酵泰作用の障審される時闇が比較的
長く，完全に1血液が溶解されるまで24時聞以上かかるの
に反し，250単位〆ccより12．5単位！ccまでの濃度では1時
間後完全に血液は凝固を阻止され，24時間後，これを顕微
鏡で見るも赤血球はその姿を保持し，溶血現象は見られな
第4表血餅融解作用
単　　位
5，000単位／cc
2，500
500
250
　50
対　　照
時・
??
lst　130’　2st　3　4　6　24
温　　　十ト　　　十ト
十H　　　十H　　　十十
IHI．　　十什
粥卜　　　．IH十
??
????
十ト　　一
十ト
li仔　　　イ｛仔　　　・謄　　　柵　　　縦
????
．聴　　　・田｝　　　・冊　　　・冊　　　・田卜　　　・H冊　　　十昏
第5表pHの変化における血液
　　凝固阻止作用の態度
　250
単位／cc
pH
6．6
7．0
7．7
8．0
10．7
si　lo／　20i　30／　lst　1．30i　2st　6　24
十　　＋ト
一　　十ト
一　一　十1一
一　　一　　十ト
÷ト　　帯　　十ト
?????十　　十　　一
十
十　　十　　一
第6表V．D．を100℃30！加温後
　　　の凝固阻止作用
250単位／cc
対　　照
5！　　10／　20！　30／　1st　　3　　　6　　　24
1一一什・
＋ff　十
かつた。
　2）血餅融解作用；健康人血液を，1ccづっ試験管に
分注し，血清を分離し，得た血餅に各種濃度のV。D．溶液
を加え，37℃申開器に保存して，血餅融解状態を見るに，
第4表のとおりであった。これは血液凝固阻止作用と異な
り，高濃度ほど完全融解までの時間が早かった。
　3）pH及び温度：S．　K．は熱に対して比較的安定で，
至適pHは7．3～7．6といわれ，　S．　D．は熱に対して非常に不
安定で，至適pH：e＃　7．O～8．0といわれている。私達はV．　D．
を100℃1時間加温後の血液凝固作用を見るに，加温しな
かったものと何等異なるところを見なかった。pHをそれ
ぞれ変えて血液凝固阻止作用をみるに，pH　7．O～8．0が至
適と思われる。
結 語
　1）Froin症候を示した結陵性髄膜炎の2例の治療に，
Varidaseを用い，著しい副作用を見ず良好な結果を認めた。
326 三谷・高橋 結核性髄膜炎とVaridase
　2）Varidase溶液は一4℃の氷室に10日閥保存してい
たが，その力価は変らなかった。
　3）試験．管内でのVaridase有効濃度は12．5単位／cc以．
上であり，6．5単位／cc以下では効果を認められなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾仁r30。7．7受f寸）
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?Summary i
　　　1）Varidase　was　used　with　favorable　results　without　side　effects　in　the　treat．皿ent
of　2　cases　of　tuberculous　meningitis　with　Froin　syndrome．
　　　2）　Titers　of　the　Varidase，solution　did　not　change　appreciably　when　stored　in
refrigerator　at　一4eC　for　10　days．
　　　3）　ln　vitro，　the　effective　concentrat．ion　of　the　Varidase　was　determined　at　12．5　u／cc
or　over　with　the一　’ineffective　concentration　at　6．5　u／cc．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　July　7，　1955）
